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し」は開発 ι程を複雑にするとの意見が出されている@われわれの緊急の課題は、間違いのない
NRDFデータベースを迅速に構築することにある。そこで、当面の作業指針として次のことを提

案することにした:r当該論文で扱われているすべての￥￥DATA情報区に共通の実験 測定条件

に関しては、 1つの￥￥EXP情報区に括出す。しかし、これ以外の、複数の￥￥DATA情報区に

共通の実験・測定条件に関しては、 『共通の実験測定条件の括出し」を必ずしも採録する際の指

針とはしないj。すなわち、「データ表指向の採録」では、 1つの表の修飾に必要な過不足のない

￥￥BIB 情報区、￥￥EXP情報区、￥￥DATA情報区が付与されていれば良しとする。共通の実験・
測定条件を括出しでも、或は、括りださずにデータセット毎に共通の実験・測定条件を繰り返し記

述Lても、 1つの表に関するデータセットとしては同等と見なすことが出来る。もちろん、採録者

によって、 rr共通の実験・測定条件』を括出した方が冗長度を排した採録が出来、作業能率が上
がる」という場合には、従来通り括出Lを行なう。この新しい当面の指針は、 rNRDF文法の構文

規則」に抵触はしないが、冗長度を最告にするのが本来のNRDF採録であるから、既存のNRDF

採録アァイノレに対vcプログラム約に冗畏度を最j-'にする手立てを講ずることが望正しい。尚、検
索の際には、「共通の実験・測定条件jがあらかじめ明示されていることは、検索者にとって有用

な情報であるから、検索ソフトの機能として「共通の実験・1日u定条件」の表示機能を付与すること

を検討すべきである。

2.2 必須項目を明確にする く線続>(E)

従来、採録の際必ず記載しなければならない項目を「必須項目」として指定していたが町、あら

ためでそれらを見直L、必要があれば削除ζ追加を行うことにする。

I例1

POL-TGT 

ALGN-TGT 
JNC-ENGY-CM 

[注意](E)は、採録ヱデイタが完成すれば、解決されている問題長を示す。

3 採録正書法の確立(各論)

この節では、これまでに検討してきた採録書式の内容を情報区毎に、そして項目別に列挙寸るο

採録のためのコード系や採録寄式の検討にあたっては実験家の協力が欠かせない事項も存在する。

実験家を交えて、採録のためのコード系や書式の系統的な検討の機会を設定する必要がある。

検討事項に関する現在の状態は、特に記載のあるもの以外はく検討終了>である。

3.1 ￥￥BIB 

自前

叩iTemeasure のように、 'We'を使った記載は避ける。 'Tomeasure 或は、受動態を使って

記載する。

著者

著者の、現住所と電子メーノレのアドレスが注に記載されている場合には、それらを注釈として採録
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する。

研究所 く継続 〉

未登録の研究所コードを早急に笠録する。 EXFORと整合性を持たせる。

物理量 〈継続〉

DATAセクションの係録対象とならないデータで、 当該論文の中』こ測定した物理量として記載のあ

るものについては、￥￥BIB情報区のPHQSに書くべきか、付加情報として新規項目を起こすかワ

3.2 ￥￥EXP 

反応

〈反応式> <継続〉

弾性散乱で、 2中性干の交換の寄与があったとしても反応式と しては.

I例160NI(58NJ.58NI)60NIのように書く。 60NI(58NI，印NI)58NIではない。

くsequeutia]rcaction > <継続〉
sequentialの反応過程を (K-，[(+)を例にして、 検討すべきである。

I例1D1682 

標的

1. POL-TGT、ALGN-TGTの定義及び遣いを明確にしておく。実験家に尋ねるのも良い。〈 継

続 〉

2. 【提案】『高分子化合物」に関する NRDF採録記法 〈提案>

(a) (CH，)向、(CD，ルのような不特定回の1i:農高分子化合物は、 f(CH2)-PLMRJとするa

(b) (CH，N，hのように特定回の重畳高分子化合物は、 f(CH2N2)3Jのように括到で括りi電後
に重畳回数を添える。

(c) Cu(OHj， は、CU.(OIl)3のようにする。
[注意12個のアルファベットで1つの元棄を表している場合には，当該2個のアノレブアベッ
トの直後に f.Jを打つ。

[例1CU. (銅)
(d)化学の分野で、Nα(CH)COのような括弧の使用法を調べておし く継続〉

ビーム 〈継続〉

〈入射ビーム〉

ibeam cnergy spreadJと renergy uncertainty Jは、 どの4ごうに違うかつ実験家に尋ねる。

< beam intensi句〉
be町 1intemityとして、 fpnAJ (例1JOpnAのような記載があるのか?(D1661)
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<2次ビーム〉
2次ピームに関するコーデイング書式を定める。 DecayEnergyなど。

測定器

〈同時測定粒子〉 く承認〉

論文に、粒干の具体的な記載のある場合には、 X'l'等と しないで、

[例1COINC=(9LI， P， N)ように書く。

物理量

1物理量と しては、 明確に定殺されたものを採用する。暖昧さを残さないように。

2. f CountsJ rスベクトラムJfYieldsJを明確IC定義すべきである.実験家に尋ねるのも良い。

rCountsJ飛び飛びの測定量。

「スベクトラム」

rYicldsJ :連続量としての収量〈継続〉

3該当する物理量がコードとして登録されていず、かっ、新規登録の必要性が認められなし、もの

に関しては、

l例1PHQ=Xγ のようにする。 PHQ=DATA1'1'のようにはしない。

3.3 ￥￥DATA 

Numerical Data 

〈放出粒干> <承認 〉

放出粒子が複数個ある場合に、 論文に具体的な粒子が記載されているか、戒は、論文から具体的な

粒子を特定できる場合には、それらを明記する。

I例1EMT = Xγ ではなく、EMT= (9L1， N， P) 

3.4￥DATA 

衰の見出し く継続 〉

1. DELTA.と.ERR の使い分けの原員IJの再確認。

V、H型辞書にはDELTAを聾録L、F型辞書には.ERRを登録することでよいか?

単位 〈敢認 >

UNIT欄で、 (50MEVjC)のような記法は認められていたかワ

I提案I認めない。

デ空 〈承認〉

重心系と実験室系と両用の記載が混用されている場合には，どのようにコーデイングするのか(し

ていたか)ワ
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I例1DI661 
I提案]原則として換算せず、著者(論文)の記載に従う。

4 辞書

採録者が新規コードを管理運営委員会に提案する際に使用する 「新規コード提案用書式」を、あ

らためて作成する。 用紙として準備をしておくのに加えて、 電子メ}ノレで治信する際の雛型、及び

ホームベージ上で入力する際のアオームとしても用意しておくことが望ま しい。

4.1 V聖辞書

4.1.1 全般

静香作業部会で検討の結果、 V型辞書に以下のクラスを新設することを提案し、 管理運営委員会

で決定された。

1既存の標的クラス (CLASS=8)を4つの中項目に分ける。

2.新しい化合物クラスを追加する。

4.1.2 新規ヲラス く承認〉

1標的クラス (CLASS=8)の細分化

標的ク ラスをli:の4つの中項目に分割する。

Enrichment [例1NAT 

Chemical Form (f!'H ELM 

Physical Form (例1GAS、LlQD、SLD

Backing (例1SELF 

2化合物クラス (CLASS=15)を新設する。

採録の際、標的のパッキングによく使用される化合物を載録しておく。

4.1.3 新規語. <継続〉

Triple Differcntial Cross Section 

Differential Cross Sect回n

MOM-SPEC Momentum Spectrum 

(Mi"ing) M出 5Spectrum 

Counts 

4.1.4 新規コード 〈継続〉

研究所
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1. Kernfysisch Vcrsneller Institut， Groningen， The Netherlands 

z徳島大学
3京都教育大学(り侭Ky'戸ot旬oUn凶iv刊ec目巾8凶it句yof Educa山.ti削o凹叩n

4大阪市立大学

5.京都産業大学

6.神戸大学

7プラズマ研(核融合)

8. Departrmcnt of Physics， University of Michigan， Ann Arbor， Michigan， USA 

9国 新しい国コードを登録する。

反応の型

1. cha.rge exchange reaction或は、 hadroncharge exchange reactionを登録す るかワ EXF'OR

の方式も参考にするe

2. pickup reaction 

3. knockout reaction 

加速器

1. proton cyc1otron 

粒子はlIt巴別しなくても良い。

検出器・測定器

1. RAIDEN (測定訴複合系の愛称の登録)[RCNP] 

2. LAS(Large Acceptance Spectrometer) 

3.SAC (柑rogelCheren.kov detcctor) 

4. plastIc scIntillator hodoscope 

5. RIPS(projectile fragm則自pa.rator)[町KEN]

6. GR(G日 ndRaiden)[RCNP] 

7. drift chamber 

8. SKS(Sllperc:onducting Kaon Spectrometer)[KEK] 

分析法

1. RIA (Rel剖川sticImpulse Approximat即附n

2. INC (lntra-nuclear Cascade Model) 

物理量

後述(4.2りするように、新設される f見出し項目辞書J(H型辞書)には、データ情報l正{王￥DATA)

の表(￥DATA)の項目行で使用される 「表の見出LJが登録されるの従って、 rv型辞書jの物理
量には、採録の際着目している物理量が、衰の項目行ではどのような i見出し項目Jとして表記さ

れるかを明示する必要がある。
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物理量に閲する新規コードは:具体的で‘且つ 般性のあるものを採用すべきである。 EXFOR

に当骸物理量がコー ド化されている場合には、当該コードとの対応も考慮に入れる固

E当該 「物理量Jに f制御情報Jとして rHEADDINGJを指定し、表の見出し行で使用される

「見出し項目」を明示する。く提案〉

'2. time of sight spectrum 

3. B(GT) Gamov-Teller transition strength 

4. electron m描 S

5. RUTH-RATIO Rutheno，d Ratio.<量認〉
6. MOTT-RATIO Cm"田 ctionratio relative to the Mott scattering cross section.<承蕗〉

7. TRNSF'-SPJN 移行スピン (tra.nsferred叩 凹 削肝larmomentum).<承認〉

標的

1. fevaporation (蒸着)Jの記載の仕方を考える。

このとき、「燕着」を、'ChemicalForm'と'PhysicalForm'の項目内での記載をどのように整

理するか?

2. SCIFf (Scintilla.ting Fiber Act附 Target)

3. LC (Iucite) 

単位

L (electron m描 s)*代 B(Gτ)Gamov-Teller transition山 ngth

2. UH/SRISR/MEV 

3. UB/SRISR/MEV IMEV 

4.2 H型辞書

4.2.1 全般〈承認 〉

データ情報区 (~~DATA) の表(￥デ}タ ) の項目行に使用するコー ドを登録する辞書を新設す

る。 新設する辞書を、「見出し項目辞書J(H型辞書)と呼ぶ。従来の辞書と同じよ うに、 1)コ}ド

名 (見出し語)2)コ} ド名の展開形3)注釈(必要な場合)4)制御情報の欄から構成される。 H型
辞書には、制御情報として更にPHQとUNITを追加することにする。 PHQは、当該 「見出し項

目jが rV型辞書Jのクラス7 r物理量」に登録されているどのコードに対応するかを明示するた

めの f連結情報」である。 UNITは、 当該 「見出し項目」に通常想定されている 「単位Jを表す，

UNIT <承秘〉

H型辞書に、制御情報と して rUNITJを追加する。

I例IUNIT = UB/SRISR 

4.2.2 新規コード く継続〉



－102－

AY 

DSIGMA/DOMEGA/DOMEGA/DE 

DSIGMA/DOMEGA/DOMEGA/DE/DE 

MOM-SPEC 

五'lASS-SPEC

5 新規コード生成法〈継続〉

rw型辞書」に単純コードが登録eされている場合には、「採録時に、実時間で複合コ}ドを一時
的に生成」できるようにしてはどうかワ一時的に生成された当該コー ドはその後、管理運営委員会

で承認され、正式コー ドとしてそれぞれの辞書への登録が確定することになる。

[ O11物理量に対応する誤差。 rDELTA-J

6 採録正書法 〈承認〉

6.1 注釈

「注釈」で、 連結子を伴うとき、連結子町前後には、それぞれ1空白を挿入する。

I例J1* '1'注釈本文。 cf.j*'l'注釈本文。 ではない。
「注釈」で、r1刊の直後と、 r*1 Jの直前には、それぞれ1空白を挿入する例11* '1'注
釈本文 *1 cf，I*'I'注釈本文*1ではない。

6.2 添字

表題や注釈文の中における添字の書き方は炊のようにする。

上付 I例lJ'は、 J'PI又は、 r{PI}とする。
下付 I例IT， = -1 は、 L3=-1又は、 L {3}=ーlとする。

6.3 物理量と表の見出し

物理最 (PHQ)は、 概念規定が明確なコ}ド、衰の見出しは、表に記載されている数値データに直

俊対応するコードとすべきである。

l例1物理量に角分布 (PHQ= ANGL-DSTRN)が指定されたとき、表の見出しは、
DSIGMA/DOMEGAとする。

(※) r物理量Jと「表の見出しJとの聞には、 「連結関係」を設定することにする rv型辞書J

のクラス 「物理量Jには制御情報として rHEADDING= Jが記載され、rH型静香Jの制御情

報には rpHQ=J、rUNIT=Jが記載される。
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7 システム作成上考慮すべき点

7.1 物理量、見出し、単位 〈承認〉

rv型辞書」のクラス 7 r物理量」と、rH型辞書1の 「見出し」とを連結させると同時に、表の

「見出しj と一対の項目値である『単位j も連結させる。

8 rNRDF探録エディタjの試作〈検討、進行中〉

8.1 rNRDF採録エディ告Jの開発概要

8.1.1 これまでの経緯

これまでの NRDF採録作業は採録者が、主と して通常のテキストエディタを用いて項目値に対

応するコードを直接入力し、 fNRDF:/ースヨ』 ドJを作成してきた。しかし、この方法では採録

時に採録者に大きな負担がかかる。採録者の負担となる具体的な例を挙げる左、

1. NRDF文法を理解し、それに基づいて採録作業を行わなければならない。

2. NRDF辞書に登録されているコー ドから、採録しようとする項目値に対応するコードを見つ

け出して入カしなけれほならない。

3.採録しようとする項目が必須なのかそうでないのかを、採録者がその都度判断しなければなら

ない。

などがあり、 NRDF採録作業には相応の知識と経験が要求されてきたa さらに採録作業者の誤入カ

(ヒュー?ンエラー)の問題が常に発生し、 NRDF採録ソースコードから EXFORソースコードへ

の変換作業に支慨をきたし、変換効率の低下を招いていた。このため、 NRDF採録作業を支援する

ための「採録ヱディタj システムの開発が提案され、 VISUALBASICを用いて能登によって試作

システムが作られた功。 このシステムは通常のテキストエディタに装備されている機能を継承しつ

つ、MicrosortWindowsやMacOSシ日ーズに代表されるマルチウインドウ環境を積極的に利用

し、NRDF辞書コー ドを検索・参照して採録が行えるようになっており、採録作業者の負担を軒減

するものとなっている。 さらに、 近年のコンピュータネットワークの発達により、 wwwを利用
したNRDFソースコードを生成するシステムが升井の手により開発されため。具体的にはwww
閲覧ソフト(ブラウザ)のフォーム入カインタ フェースを用い、フォームに入力さ乱たデータを

サーバ側が受け取り、それを Perlスクリプトで処理し、最終的に NRDFソースコードを生成す

る、というものである。 升井の開発したこの採録システムは、 1)I栗録者は入力フォームに従って入

力を行えばいいのでNRDF文注やコードに関する知識をあまり必要としない、2)UN1X • Linux . 

Willdows • Mac 05など現在 般に使われているあらゆるオベレーティングシステム (OS)に移植

されているブラウザ上で採録が行えるのでプラットフォームに依存せずに作業が行える、 3)入力

したデータはネットワーク経由でサーパで処理されるのでインターネットにコンピュータが接続さ

れぐいればあらゆる場所から採録作業が可能である、という特徴を持った画期的な採録システムで

あり、これにより採録者の作業負担およびヒュー7 ンエラーが大幅に軽減された。

しかし、升井の開発Lた採録システムはブラウザの入力フォームを用いて採録を行うためIC、複

雑なNRDFの際録作業を全て行うのはシステム上限界があった。そこで、 能登および升井のシス

テム開発構想をベースとして、採録者の負担を減らし、かつヒューマンエラー看守極力減らすための
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新たな採録ンステムの開発に着手し、本年度、試作 「採録エテ'ィタJの部分的完成にまで漕ぎ着け

た。本章ではその試作 「採録エディ タJシステムの慨要と開発状況について報告する。

8.1.2 i式作「採録エディ聖Jシステムの概要

係録エディタシステムのプログラム開発はMicrosof‘V剛 alC++を用いて行った。 VisualC++ 
を開発プラッ トフォームとした理由は、 NRDFの複雑な採録作業に対応するためにより自由度の
高い開発システムが必要だったことと、 VisualC ++がいわゆる 「オブジェクト指向プログラミ

ング言語」であり、システムをそジュ}ノレごとに開発できるため将来NRDF文法が拡張された場
合でも容易に対応が可能であると判断したためである。政念ながらV刷 alC ++を開発プラット

フォーム在 したことにより、 升井の採録システムが持っていたプラットフォーム非依存性という特

徴が失われ、加'licrosoftWindowsシリーズ08上でのみ作動するシステムとなったが、現在のパソ

コン市場の 05はM口 osoftWindowsシリーズが圧倒的シェアを誇り、かっMacOSやLinuxと

いった他の 05.1:でもエミ ュレーターを用いることによりWindows用yフトが作動する環境が整

いつつある現在、大きな不利益にはならないと考えられる。

「採録エディタ」システムの開発にあたり、能登や升井の開発したシステムの長所を取り入れつ

つ以下の革に留意した。

i採録者がNRDF文法についての知様があまりなくても容易に採録作業が行えるようにする。
2.1*録者のキー入カミスなどのヒューマンエラーを極力減らすシステムとする。

3採録者がNRDF辞書にあるヨー ドを直俊参照しなくてもデータ入力作業が行えるようにする。
4採録時に必ず記載しなければならない必須項目か、 必ずしも記載する必要のない項目かを採録

者にわかるように寸 る。

5採録者はデータ入力作業にのみ集中出来るように、その他の作業はプログラムが処理する。

2に関してはリス ト形式による入力方訟を採用するなど、採録者が極力直接キ一入力を行う必

要がないようにした。3に関しては、採録者がコードに関する知識がなくても採録が可能になる

よう、特に配慮した。採録時に、 項目名 (文の左辺)が取り得る項目値(文の右辺)の候補の 覧

が‘該当する辞書を検索してリ スト形式で表示されるようにした。採録者が 覧の中から所望の項

目値世選択すれば、項目値に対応するコードは所定の右辺の項目値欄に自動的に桶入される。

8.1.3 OiI:作「探録エディ型」システムの開発状況とまとめ

現在、 試作 「採録エテ'ィタj システムは書誌情報区と賓験 ・測定情報区の入力ブオームおよび、「篠

録ヱディタjによって入力さ札たデータからNRDF'.Iースコードを生成するプログラム (fNRDF 
ソースコード生成プログラム」と呼ぶ)が完成している.従って、 「採録エディタ」を使用すれば

書誌情報区と実験・測定情報区に関しては、 NRDFソースコー ドとして登録可能なものが出力さ
れる。現状では 「実験・測定条件区における共通の実験・測定条件の指出し」および「採録作業の

中断と再開j機能が来完成ではあるが、採録者に実際に利用してもらい、採録者の意見を参考にし

て完成度の高いンステムの構築を目指しているところである。それと並行 してデータ情報区の入力

7オームおよび対応する fNRDFソースコー ド生成プログラム」モジュールの開発も進めているq
その他、アイコンによって必要なデータが入力済みかどうかを表示する機能なEを付加することに

よって採録者が採録状況を把握しやすく、かっ採録時のヒュー7 ンエラーを減らすことのできるよ

うな入力や表示システムになるよ うにプログラムの開発 ・改良を行っている。
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最終的には.探録者が論文を閲読するだけで、 容易に、 かつエラーのないNRDFソ』スコー ド

が生成される「採録エディ タj システムを目標としている。

9 おわりに

ここで報告された内容は、 主にNRDr冊lで対処できるものに関わっている。すなわち、 NRor

のコードの追加や辞書の整備などを行う ことによって、 NRDFファイノレから EXFORファイノレヘ

スムーズに変換することが可能になると考えられることを取り上げている。 このこ とは、 ExrOR

への変換と言う問題が重要であることの反映であるが、 JCPRGとして NRDFシスラムの改善 ・

改良を図ることがより本質的な課題であることもこの際指摘しておきたい。今回の報告は fNRDF

77イJレからExrOR77イノレへの変換をスムーズに行うためにJと言う切唖口で、 NRDFのパー

ジョンアジプを図るには何をすべきであるかを議論 し、提案 U~ものであると言うことができる。

ここで、いく つか断っておかねばならないことがある。それは、 ここで述べ士ことで、 EXFOR

への変換の問題が解決したことにはならないということである。 この「辞書作業部会」で取り上げ

られなかった問組、合意が得られず継続課題になった問題がいくつかある。 我々が取った手法は、

対処療法的な面が強く、 これまでの変換作業で問題になったと ころを取り上げたに近い。従って、

今後変換を行う過程で問題が出てくることは十分ありうることで、ある程度そのような問題が蓄積

したところで、また、 f辞書作業部会Jを再開することを行わなければならないと思われる。もう

つの問題は、 NRDFから EXFORへの変換をスムーズに行うためには、 EXFOR組IJでの改善

改良も当然あり うると言う転である。今回の報告ではそのことには触れてはいないが、議論しな

かったわけではなく、例えば、国内の 「研究所コ}ド (Insti何回 Cod回)について、 NRDFには

用意されているが EXFORにはないと言うものについては、整理してEXFOR側に新規コー ドの

登録を申請することにした。早速、 EXFORに10件の「研究所コー ド」が申請された。物理量な

どについても、 NRDF側からEXFOR側に提案して、 NRDFから EXFOR八の変換を容易にする

ことも今後の重要な課題である。

この報告書に述べられたように、今回この「辞書作業部会Jでやり上げたこと以外の問題につい

ても、是非取り上げて検討して行って欲しいという希望を述べて、本報告書の 「おわりに」とした

レ、
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